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●「あんねっと」とかわらばんへのご意見・ご感想をメール・ 
電話・ＦＡＸで募集します。 

●どんどんお寄せください。お待ちしております。 

安城市 
市民参加条例と 
協働に関する指針を考える 
市民会議 

分
科
会
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

第5回 

2010.4.26 

分科会その① 参加ラクダの「頭」と「足」元を固めよう！ 

３．市民参加の基本原則 
～この条例すべての基礎とな

る｢基本的な考え｣～ 

●みんなで参加！ 
●平等に参加！ 
●市民の権利、自主性を！ 

４．市民の責務 
～市民参加を推進するための

市民の責務とは～ 

５．市の責務 
～市民参加を推進するため

の市の責務とは～ 

●参加の機会の提供を！ 
●結果の反映、公表を！ 
●情報公開！ 
●説明、責任！ 
●人、団体の育成！ 

裏面へ続く 

ちょこっとコラム～ラクダについて～ 
市民参加条例の『参加ラクダ』でおなじみのラクダくん。

別名「砂漠の舟」とも呼ばれ、アラブ世界では自動車が

普及するまで重要な移動手段でした。その秘密は、コ

ブ！コブには脂肪が蓄えられており、砂漠移動のエネル

ギーを貯めるだけでなく、断熱材としても働くそうな。

（メタボとは大違い･･･）安城でも参加ラクダにバラン

スよく肉付けしていい条例をつくりたいです。（大） 

あ 

＜市民参加＞幅広い市民が参

加できる条例 

＜発言と行動に責任＞自分の意

見、発言、行動に責任をもつ 
 

＜意見の反映・公表＞市民の意

見の検討、反映に努める 

ん 

＜参加＞市民が意見を述べた

り提案する機会が必要  

＜責任＞行動と意見、発言に責

任をもつ 
＜参加の姿勢＞積極的参加／

行政活動に参加する意思を持つ

／まちづくりに関心を持ち、自

発的に参加する 
＜公益＞全体の利益も考える

／公共性の視点 

＜参加の機会＞市民参加でき

る市政運営 

ねっ 

＜みんなでやろう!!＞意見・思

いを出し合う 

＜自立＞何でも行政に頼らな

い(自主性)／市民自立、他力本

願にならない 
＜権利行使＞自発的に行動／

参加の権利を手にしたら、責任

を持って行動する／市などの学

習会等に参加して学習する 

＜おれの話を聞け！公聴＞平等

に対応／市民の意見を聞いて 

と 

全ての市民が公正・公平に市政

へ参加できる体制を作る 

＜責任＞市民参画の発言・行動

に責任を持つ 
＜積極性＞積極的に市政に参

加 
＜公共性＞市全体の利益を考

慮／市民は権利の行使・考慮の

履行にあたっては、理性を重ん

じ誠実に行わなければならない

市民からの提言は尊重し、結果

についてわかりやすく説明する

＜前文について＞自治基本条例の前文はカタイ。 
せっかくなので、もう少し具体的な前文にして、 
入れてはどうか／長いと市民が読むのに嫌になるのではないか。必要なものを箇

条書きで／どちらでも良い。前文の有無で内容は変わらない。せっかく皆が集ま

っているので、メッセージを込める意味でも入れても良いかな／手法を定めるの

が本条例の目的なので入れなくても良いと思う 
＜結論＞ 班としては入れない意見が多いが、他班の意見も聞いて今後検討 

 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！ 

 

緑
が
目
に
優
し
い
し
、
風
は
気
持
ち
い
い
し
、
過
ご
し
や

す
い
季
節
で
す
ね
。 

 

さ
て
、
あ
ん
ね
っ
と
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
２
の
目
玉
で
あ
る

分
科
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
、
市
民
参
加
条
例

の
各
条
項
に
対
し
て
、
こ
ん
な
条
文
に
し
た
い
！
、
こ
ん
な

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
た
い
！
と
い
う
み
ん
な
の
想
い
を
出

し
合
い
ま
す
。
今
回
は
、
あ
・
ん
・
ね
っ
・
と
、
の
４
班
に

分
か
れ
て
ワ
ー
ク
を
行
い
、
市
民
・
市
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
内
容
の
濃
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

各
班
の
個
性
が
ぶ
つ
か
り
合
う
分
科
会
。
果
た
し
て
、
ど

ん
な
『
素
案
の
た
た
き
台
』
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

第
５
回
で
は
、
分
科
会
ス
タ
ー

ト
と
い
う
こ
と
で
、
加
藤
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
他
市
町
の
市
民

参
加
条
例
を
フ
ァ
イ
ル
し
た
先
進

事
例
集
の
解
説
と
、
「
条
例
素
案

づ
く
り
の
手
引
き
」
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
班
に
分

か
れ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。 

勉強会では、「条例素案づくりの

手引き」と「市民参加条例２０の

先進事例ファイル」の使い方を学

びました。分科会ではそれぞれの

条項について、想いやアイデアを

出し合いますが、その時に参考と

なるとても心強い資料です。 

●積極的な市民参加を！ 
●市政への関心、理解を！ 
●尊重し合える関係に！ 
●全体の公益性を意識！ 

「ん」班が、前文について議論しました！！ 

グループワークの前に…勉強会

りょうさんの提案 
を受けて！！ 

本項は必要ない

…との意見も！ 

分科会で意見を出すには、

事前の予習が必要だな～ 
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 第
６
回
目
は
、
分
科
会
②
、
さ
っ
そ
く
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
始
め
ま
し
ょ
う
・
・
・
。
と
そ
の
前
に
、

加
藤
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
よ
り
、
分
科
会
か
ら
条
例

が
で
き
る
ま
で
の
「
流
れ
」
の
説
明
が
あ
り
、
み
ん

な
で
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 

分
科
会
②
の
推
奨
テ
ー
マ
は
、
参
加
ラ
ク
ダ
の

「
胴
」=

「
市
民
参
加
を
保
障
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
」、

６
．
市
民
参
加
の
対
象
や
７
．
市
民
参
加
の
方
法
、

な
ど
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
は
、
い
つ
も

の
と
お
り
、
各
班
ご
と
に
検
討
し
た
結
果
を
発
表
し

て
、
情
報
共
有
し
ま
し
た
。 

あんねっと⑥ 条例文を作るのではなく自分の思いを

全部出すという話を聞いて少し楽になりました。 ／思

いは出せたが、時間が少なかった。 ／なかなか新しい

アイデアが浮かばず、班内で悩んでしまいました。難

しいですね。 ／皆さんの意見が聞けて、少し頭の中が

整理できたような気がします。／少しずつまとまって

きた感じがします。 

ひ と こ と ア ン ケ ー ト 

 
第6回 

2010.5.10 

あんねっと⑤ 実際に条例に入れたいキーワードを

出し合うことで、いろいろな意見を知ることができ

ておもしろいと思いました。／あんねっとに参加す

る様になって、今までの普通の生活が変化し活力が

できました。／手引きの時間が長く、事前に理解し

ておかないとついていけない。 

６．市民参加の対象 
～いつどんな時でも一定の市

民参加を保障するため、その

対象を明確にしましょう～ 

●市民生活、権利に関わる

制度！ 
●市が計画をつくる、変え

るとき！ 
●条例の制度改正、廃止！ 
●対象としないものもあ

る！ 

７．市民参加の方法 
～市民参加の基本的な手続き

について、そのやり方を定め

ましょう。～ 

８．意見や結果の取扱い 
～入口から出口まで一貫した

市民参加を！意見や結果の取

り扱いは？～ 

９．公表及び公聴の方法等 
～市民参加の推進には、情報

の共有が大前提！公表や公聴

の方法は？～ 

●パブリックコメント！ 
●意見交換会、ワークショ

ップ、説明会！ 
●学校でも！ 
●適切な方法を選択！ 

●良い意見は施策や事業

へ！ 
●結果の公表！ 
●誠実かつ迅速に対応！ 

●市窓口の一角を利用！ 
●広報紙、回覧板で！ 
●インターネット活用で

公表、公聴、コメント！ 

１１．審議会等 
＜審議会とは＞市民等の意見

及び専門的知識の反映／専門

性⇔広く市民に 開いて閉じて 
 
 
 
 
 
 
 
＜委員構成＞公募 １８才以

上／公募+選考／世代は青年

層、壮年層、老年層をバランス

よく配列 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２．パブリックコメント 
＜パブコメとは？＞ 
 
 
 
 
 
 
 
一般意見の公募／市が公表し、

広く一般の意見をつのる→誰

でも参加できる 
 
＜改善点＞再意見を申述でき

る制度に改正すべき／取り上

げられなかった意見をその後

どう扱うのか。パブコメ+○○

○○⇒補完、合わせ技 

＜具体的な対象となる事項＞市

の基本構想、基本計画、その他

施策の基本的な事項を定める

計画等の策定又は変更 

＜市民生活＞市民生活に影響

を及ぼす制度の導入 

＜権利＞市民の権利を制限す

る内容の制度、廃止 

＜市民１．１．１．運動＞市民１

人、１事業、年１回参加する運

動の展開 

＜審議会＞審議会等手続  
＜パブリックコメント手続＞ 
＜公聴会手続＞意見交換会、ワ

ークショップ、説明会等を含む 
 

＜パブリックコメント＞パブコ

メ・フォーラムの開催 
＜ワークショップ＞市民会議の

開催 

市民の意見を広く求めるため、

意見の公募をする／誠実かつ

迅速に対応して頂きたい 

＜取扱基準＞吸い上げる意見

を全体の何％以上と決める／

アンケートは２／３以上で取

り扱う／インターネットは市

民２０名以上で取扱う／手紙

は５通以上で全て取扱う 
＜議員も！＞議員ひとり一人

がコメントを記すようにする 

＜誠意＞内容の大小に関わら

ずどんな小さな意見も大切に

／誠意をもって検討 

＜公表＞市役所担当窓口相談

での供覧又は配布による公表

／市広報／市の公式ホームペ

ージ掲載 
＜公聴＞御意見ＢＯＸ／回覧

板に意見を書くページを作る

／メール／学校を通じて保護

者の意見を聞くお手紙 

＜公表方法＞担当窓口での回

覧又は配布／広報誌への掲載

／公式ホームページ掲載／メ

ディアを媒体とする 
＜公聴方法＞様々な施設,機関

での広聴／手紙、電子メール等

の提案／市民参加推進評価会

議 

＜場所＞目に触れやすい所(町
内会、学校、図書館、病院、ス

ーパー、市役所) に設ける 
＜交流＞子供等の非有権者で

も、参考意見がきけるよう学校

で座談会等を開催する 
＜ニーズ・タイム＞必要とする

人へ、タイムリーな情報公表 

あ ん ねっ と 

分科会その② 参加ラクダの「胴」＝「市民参加を保障するためのルール」 

市民参加条例の広報と意見聴取活動についての提案 

小森会長より 安城七夕まつり、サンク

スフェスティバルなど

イベントでブースを設

けてＰＲしてはどうか。
安城市民活動センター

に掲示して、市民の意

見を広く集めることも

できるのでは！？ えふさんより

考え出すと 
どれも奥が深い！！ 

答申 

９～ 
１０月 

１２～ 

１月 

分科会から条例ができるまでの流れ 

（日程はあくまで予定です。） 

6～ 

8 月 

さらに検討 

ラクダ（ホネグミ） 

アイデア・想いで肉づけ 

傾向分析 

あんねっと 

審議会 

素案のたたき台② 

パブコメ 

素案のたたき台① 

素案作成 

例規審① 

安城市役所の考え 

例規審② 

安城市役所の考え 

安城市役所 


